
息界消学

牽
を
設
け
、
　
「
人
口
」
及
び
「
集
落
」
の
項
冒
を
そ

の
後
に
廻
し
て
い
る
の
等
は
著
者
な
り
㊧
戦
後
の
薪

し
い
地
誌
を
め
ざ
し
て
の
心
の
く
ば
り
よ
う
で
あ
る

と
敬
服
す
る
。

　
い
ま
尊
書
を
比
較
し
夫
々
へ
の
評
奮
な
り
の
読
後

の
物
足
り
な
さ
を
あ
げ
け
る
な
ら
ば
、
ま
ず
前
書
に

あ
っ
て
は
帷
子
教
授
の
序
説
の
記
述
が
教
授
が
過
去

三
十
有
余
年
観
察
し
そ
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
た
奈
良

盆
地
及
び
大
和
高
原
の
地
形
学
曲
研
究
に
言
及
さ
る

べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
ほ
か
、
後
書
に
お
い
て
も
堀

井
教
援
嵐
身
の
地
理
学
に
関
す
る
臭
味
が
あ
ま
り
に

も
少
い
こ
と
で
、
地
誌
は
誰
が
書
い
て
も
同
じ
こ
と

だ
と
読
者
に
誤
解
せ
し
め
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
誰
が
書
い
て
も
と
い
う
の
は
老
練
の

地
理
学
者
と
い
う
但
書
き
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
場

含
責
任
は
筋
書
に
あ
っ
て
は
編
者
に
あ
り
、
後
者
の

場
合
書
店
の
意
図
に
あ
っ
て
爾
教
擾
に
関
係
が
な
い

と
い
わ
れ
て
了
え
ば
そ
れ
ま
で
で
は
あ
る
。
さ
あ
れ

古
文
化
財
の
宝
曄
で
あ
る
奈
良
の
地
に
あ
っ
て
、
歴

史
家
や
考
古
学
考
、
建
築
吏
家
が
や
や
も
す
る
と
、

は
な
や
か
な
ジ
ャ
…
ナ
リ
ズ
ム
に
う
け
て
き
た
闘
に

ま
じ
っ
て
、
地
道
な
地
理
学
一
本
の
道
を
旦
々
と
歩

ん
で
来
ら
れ
た
両
教
授
へ
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に

こ
の
一
一
漁
具
が
と
も
に
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
、
今
後
は

じ
め
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
多
く
の
隣
接
学
科
の
人
々

か
ら
も
読
ま
れ
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
る
。

　
（
『
撫
ホ
｛
民
盆
地
』
　
　
A
5
贈
厭
　
　
三
九
八
署
只
　
　
昭
和
…
黒

　
六
年
　
　
古
ム
ヲ
説
旧
院
発
行
　
　
血
疋
価
一
、
　
○
○
○
群
口

　
『
奈
良
県
地
誌
』
　
A
5
版
瞬
六
九
頁
　
同
年

　
大
和
史
蹟
研
究
会
発
行
　
二
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
謙
二
郎
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

七
月
例
会

　
七
月
一
臓
（
土
）
午
後
一
晦
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
楽
友
会
館

　
ル
ネ
サ
ン
ス
末
期
の
知
識
人
　
　
永
井
三
明
氏

　
長
岡
宮
跡
の
発
掘
　
　
　
　
　
　
福
山
画
期
氏

　
（
ス
ラ
イ
ド
使
粥
）

十
月
例
会

　
十
月
七
日
（
土
）
午
後
一
晦
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
楽
友
会
難

　
ア
メ
リ
カ
麻
鵬
ゆ
ハ
学
報
一
の
鞘
備
状
　
　
為
，
津
晃
氏

　
　
ー
ヴ
ィ
ス
コ
ソ
シ
ン
大
学
に
学
ん
で
一

国
史
関
係

読
史
会
　
九
月
例
会

　
九
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
陳
列
館
演
翠
室

　
幕
末
期
甲
府
生
糸
商
に
つ
い
て
　
有
泉
東
夫
氏

　
初
祖
と
二
祖
　
　
　
　
　
石
田
善
人
氏

　
　
一
晦
宗
史
に
か
ん
す
る
一
．
二
の
問
題
i

東
洋
史
関
係

旧
旧
欄
…
山
州
学
院
ム
萬
例
ム
ム

　
九
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
館
会
議
室

　
　
明
代
監
生
の
鐵
仕
に
つ
い
て
　
谷
　
　
光
隆

新
制
大
学
院
会
例
会

　
九
月
一
、
五
臼
（
金
）
午
荊
十
時
　
陳
列
館
演
習
室

　
　
清
代
の
商
業
に
つ
い
て
　
　
　
狭
闘
　
痘
樹

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
夏
期
公
開
講
座

　
　
中
国
の
古
典

　
八
月
一
日

　
　
周
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
巳
奈
夫

　
　
論
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
塚
　
茂
樹

　
八
月
二
日

　
　
嵐
氏
文
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡
　
武
夫

　
　
元
朝
秘
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
村
　
　
忍

　
八
月
三
日

　
　
大
同
撚
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
携
秀
美

143 （973）



鰯
寒
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
内
　
　
滴

　
（
以
上
い
ず
れ
も
人
丈
科
学
研
究
所
講
堂
）

地
理
挙
関
係

人
交
地
理
学
会
第
4
3
回
例
会

　
九
三
二
三
臼
（
祝
）
．
二
四
目
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
憲
重
大
学
学
芸
学
部

〔
研
究
一
月
〕
　
　
　
　
　
　
　
、

　
古
代
に
お
け
る
台
地
と
低
地
の
開
発
に
つ
い
て

　
　
i
枚
方
台
地
と
そ
の
周
辺
I
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
　
公
徳

　
生
産
様
式
輪
再
考
　
　
　
　
　
　
松
賠
　
　
イ

　
工
梁
集
穣
に
つ
い
て
　
　
　
　

西
村
　
睦
勇

　
　
一
特
に
製
材
工
業
の
立
地
を
中
心
と
し
て
i

〔
座
談
会
〕

　
地
理
学
の
諸
問
題
　
一
箪
重
県
を
中
心
に
一

〔
エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕

　
コ
：
ス
・
鈴
鹿
－
亀
出
－
関
－
土
山
i
草
津

　
（
案
内
　
藤
岡
謙
二
郎
、
松
曝
信
、
浮
田
典
良
、

　
　
　
　
　
小
林
博
）

　
登
を
お
こ
な
い
、
調
査
の
前
半
を
京
大
考
古
学
研

　
究
霊
の
樋
側
助
教
授
が
、
後
半
を
同
誌
畿
大
学
酒

　
詰
仲
勇
教
授
が
担
卜
し
た
。
七
基
の
古
墳
の
う
ち

　
調
査
さ
れ
た
の
は
前
方
後
方
墳
一
基
、
円
墳
一
　
董
、

　
方
墳
一
基
で
、
い
ず
れ
も
粘
土
榔
を
も
ち
、
鏡
、

　
鋼
鎌
、
鉄
鐡
、
単
記
、
管
玉
、
丸
玉
、
小
玉
、
土

　
師
器
な
ど
が
拙
土
し
た
。
、

京
都
市
～
乗
寺
櫨
跡
の
調
査

　
七
月
一
五
日
一
八
月
一
五
環
　
京
都
市
左
京
区
一

　
乗
毒
向
畑
町
に
あ
る
縄
飛
式
時
代
の
遽
跡
が
、
区

　
画
整
理
の
工
察
で
恥
部
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
り
、
京
都
府
の
依
頼
で
、
京
大
考
古
学
研
究
室
の

　
有
光
教
授
を
貴
豊
春
と
す
る
緊
急
調
査
が
お
こ
な

　
わ
れ
た
。
お
も
に
、
縄
文
式
蒔
代
早
期
末
と
後
期

　
後
半
の
土
日
、
石
羅
が
発
掘
さ
れ
た
。

川
酬
編
　
集
　
後
　
翻
田

考
古
学
関
係

　
諸
般
め
悪
条
件
に
よ
り
、
心
な
ら
ず
も
刊
行
が
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
年
内
ぎ
り
ぎ
り

に
発
冊
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
六
一
年

を
振
り
か
え
る
と
、
郵
送
料
、
印
巨
費
な
ど
の
急
騰

に
と
も
な
い
会
費
を
髄
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
な

ど
、
多
難
な
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
も
漸
増

し
、
　
「
財
団
法
人
」
へ
の
三
三
も
三
々
と
整
っ
て
き

た
よ
5
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
や
や
も
す
る
と

「
史
林
」
が
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
る
傾
向
が
な
い
と

は
申
せ
ま
せ
ん
の
で
、
会
員
餐
位
の
積
極
酌
な
御
投

稿
と
御
批
判
を
待
っ
て
お
り
塞
す
。

　
来
る
一
九
六
二
年
が
平
和
で
充
劃
し
た
研
究
活
動

が
で
き
る
年
で
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
と
も
に
、
　
「
史

林
扁
の
発
展
の
た
め
の
御
援
助
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

京
都
府
西
出
古
墳
群
の
調
査

　
七
月
五
臼
－
九
月
一
一
日
　
京
都
府
久
世
郡
城
陽

　
町
の
溢
出
に
あ
る
古
墳
群
が
住
宅
建
設
の
た
め
に

　
徹
壌
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
京
都
府
が
発
掘
調

会

止
口

本
会
委
員
　
小
野
山
締
氏
は
九
月
三
十
日
を
以
っ
て

辞
任
し
、
代
っ
て
佐
原
輿
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

右
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会
員
各
位

史
学
研
究
会

蕪
壷
謂
二
諮
翻
定
価
言
円

　
史
　
林
　
（
第
四
四
懸
楚
ハ
号
）

　
　
　
　
蹴
郡
市
霞
寒
区
吉
田
本
簿

　
　
　
　
京
郡
大
学
丈
掌
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擬
曹
鎌
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
等
長
　
　
罫
引
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　

赤
松
俊
秀

　
　
　
業
郡
市
下
東
高
瀬
七
擬
轟
班
ノ
内
層
町
三
九

印
麟
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

lt14　（974）


